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SOCOTEC 

セガサミー ホ ー ルディングス株式会社

独立した第三者保証報告書

代表取締役社長グルー プCEO 里見 治紀 殿

ソコテック・サ ー ティフィケ ー ション ・ ジャパン株式会社（以下、「SOCOTEC」という。）は、セガサミーホールディン
グス株式会社（以下、「会社」という。）からの委託に基づき、 会社が作成した主題情報( “セガサミ ー ホ ー ルディングス株式
会社2025年3月期GHG排出算定書” （期間：2024年4月1日～2025年3月31日））がすべての重要な点において規準に
適合しているかについて限定的保証業務を実施した。

1 主題情報と規準
保証対象 となる主題情報は、 “セガサミーホールディングス株式会社2025年3月期GHG排出算定書” （期間：

2024年4月 1 日～2025年3月31日）に記載された本社及び主要な連結子会社（日本 国内連結子会社8社、 海外連結
子会社14社）における運営並びに活動を対象範囲とする、‘'GHG排出量及び現境パフォー マンスデータ（別紙）に関
する報告” である。

主題情報を作成する規準は、“セガサミ ー ホ ー ルディングス株式会社GHG排出凪算定手順書Ver.2.0'’である。

2 経営者の責任
“セガサミー ホ ー ルディングス株式会社2025年3月期GHG排出算定書’＇ （期間：2024年4月1日～2025年3月

31日）は、 会社の経営者によって作成された。
会社の経営者は、そこで行われている主張、陳述及び主張の完全性（ 限定的保証を提供するために従事してきた主張

を含む）、 報告書内の全てのデータ及び情報の収集、 定屋化及び提示並びに適用した規準、 分析及び公表に責任があ
る。

会社の経営者は、報告プロセスをサポ ー トし、故意または過失によるものであるかどうかにかかわらず、“セガサミ
ーホ ー ルディングス株式会社2025年3月期GHG排出算定書'(期間：2024年4月1日～2025年3月31日）に重大
な虚偽記載がないことを保証するように設計された適切な記録及び内部統制を維持する責任がある。

3 保証会社の責任
SOCOTEC の責任は、 主題情報がすべての童要な点において規準に準拠して作成されているかどうかについて、

限定的保証の結論を表明することにある。
SOCOTECは、 SOCOTECの定める検証手順及び「JISQ 14064-3:2023 (ISO 14064-3:2019)温室効果ガスに関す

る声明書の検証及び妥当性確認のための仕様及び手引」並びに国際監査・保証基準審議会 (IAASB) の国際保証業務基
準(ISAE)3000 （改訂）「過去財務情報の監査又はレビュ ー以外の保証業務」に準拠し、 限定的保証業務を実施した。

限定的保証業務で実施する手続は、 合理的保証業務で実施する手続と比べて、 その種類、 時期、範囲において限定
されている。その結果、SOCOTECが行った限定的保証業務は、合理的保証業務ほどには高い水準の保証を与えるも
のではない。

SOCOTEC が実施した手続は、 不正又は誤謬を問わず里要な虚偽表示のリスクの評価をはじめとして、 職業的専
門家としての判断に基づいている。SOCOTECの結論は、 会社の内部統制に対して保証を提供するものではない。

SOCOTECは、 限定的保証における結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
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